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豊かな心と健やかな体をもつ児童の育成 

～体力向上につなげるための授業改善と運動の日常化～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ                                                                

 校長 西村 浩 

本校は令和 3・4年度豊島区教育委員会研究開発指定校として、体力向上につなげるための授業改善

と運動の日常化を通して、研究主題「豊かな心と健やかな体をもつ児童の育成」を目指しています。 

令和３年度は学習指導要領の基本的な考え方を踏まえ、体育科の運動領域と保健領域、特別活動の

食育、コロナ禍における運動の日常化について実践を積み、研究を進めてまいりました。 

２年目の研究に向けて、研究推進委員会を中心に授業改善や運動の日常化等について教職員一人一

人が使命感と責任をもって熱心に研究に関わることで、研究主題に迫っていくものと確信しています。 

最後になりましたが、今年度ご指導いただきました、東京学芸大学 鈴木聡教授、聖徳大学 佐藤雅子

先生、豊島区立西巣鴨小学校長 野村友彦先生、そして豊島区教育委員会をはじめ、多くの皆様に心より

感謝申し上げます。 

 

豊島区立目白小学校 



１ 研究主題・目指す児童像について 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の視点 
 

（１）運動に夢中にさせるための手だて 

① 運動の特性を味わえる教材 

運動の特性を味わえるように教材（場・ルール・用具等）を工夫し、運動の「できる、できない」にと

らわれず、児童の「やってみようかな。」「面白そう。」「何だろう。」などの興味・関心を引き出す。 

② 課題設定の工夫 

次のような２つの課題を設定し、学習意欲を喚起する。 

 

 

 

 

 

 

（２）仲間とよりよく関わらせるための手だて 

① 仲間と関わる場面の設定や教師の意図的指導・支援 

児童が互いに尊重する態度を養い、協働する力を育むための場面を意図的に設定する。また、学習過程

においては、教師の役割を明確にした指導・支援計画を立て、協働的な学びを展開できるようにしていく。 

 

（１）夢中にさせるための手だて 

① 課題解決の必要感を抱かせるための工夫 

  児童が健康課題に関心をもって課題発見・解決ができるようにする。その際、自己を取り巻く環境や社

会に目を向けさせ、自己の生活の仕方を振り返らせることによって課題意識をもてるようする。 

② 生活とつなぐための方法の工夫 

    身近な生活体験や事例について話合い・発表・実習・実験などを取り入れる、また、必要に応じて地域

の人材活用や養護教諭・栄養士と連携・協力を推進し、多様な指導方法を工夫する。 

（２）仲間とよりよく関わらせるための手だて 

① 仲間と関わる場面の設定や教師の意図的指導・支援 

   健康・安全に関する指導においても研究の視点１（２）と同様に協働的な学びを展開できるようにする。 

 

（1）夢中にさせるための手だて 

① 朝の時間や休み時間に教室内でできる運動の実施：「運動タイム」 

   室内でできる簡単な動きや遊びの動画を朝の時間や休み時間に視聴し、運動する機会をつくる。 

② 休み時間に体を動かす場の設定：「わくわくチャレンジ」 

   室内遊びの休み時間に、体を動かす遊び（ボッチャ・けん玉・紙鉄砲・あやとり・かんぽっくり・お手

玉）に取り組めるように用具や技の一覧表を用意し、自由に使えるようにする。 

（２）仲間とよりよく関わらせるための手だて 

① 教室内でできる遊びのポスターの掲示や動画の配信：「遊び紹介」 

   「運動タイム」で紹介した動きや教室でできるような遊びをポスターにして教室に掲示したり、タブレ

ット端末に動画で配信したりして、すすんで運動できるようなきっかけをつくる。 

研究の視点１：体育科運動領域の学習における授業改善 

研究の視点２：健康に関する学習における授業改善 

研究の視点３：運動の日常化を図るための環境改善 

 

＜共通課題＞ 
・単元前半で、児童が楽しみながら運動に取り組む中で見いだす課題であるとともに、学習のねらいに
迫るための課題 

＜個人課題＞ 
・共通課題に取り組む中で、児童が考えたり気付いたりしたことをもとに、自己の能力等に応じて一人
一人が設定する課題 

＜研究主題＞ 「豊かな心と健やかな体をもつ児童の育成」 
        〜体力向上につなげるための授業改善と運動の日常化〜 

＜目指す児童像＞ 
生涯を通じて心身ともに健康で、運動

やスポーツに親しみながら活力ある生活
を送ることができる心と体をもった児童 

「夢中になる」姿 
運動の特性に触れた楽しさや喜び
を味わったり、健康・安全の保持増
進の必要感を抱いたりしながら、主
体的に学習活動に取り組んでいる。 

 

「仲間とよりよく関わる」姿 
児童同士が互いを尊重したり、互い

のよさを生かしたりしながら、協働的

に学習活動に取り組んでいる。 

 



３ 授業実践 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年 走・跳の運動 幅跳び「わにジャンプはばとび」 

 

第６学年 陸上運動 ハードル走「めチャぶれハードル」 

 

 

（１） 夢中にさせるための手だて  

① 記録の得点化：仲間との競走を楽しむとともに、記録の伸びを実感しながら取り組

めるよう、自己基準タイムとの差を得点化した。 

② 共通課題の設定：学習したいことを共有し、ハードル走へ興味・関心を高めるため

に、導入で日本記録保持者の走りを視聴し、共通課題をつくった。 

② 個人課題の設定：すすんで個々の能力を伸ばせるよう、様々なインターバルの長さ

やハードルの高さの場を設定した。個人課題を見付け、意欲的に取り組めるよう、グ

ループ内で役割分担し、タブレット端末で動画を撮影し、自己の走り方を可視化した。 

（２） 仲間とよりよく関わらせるための手だて  

① グルーピングの工夫：お互いに仲間と教え合ったり、認め合ったりしながら、取り

組めるよう、人間関係や技能差等を考慮し、意図的にグループを編成した。 

 
 
○「記録の得点化」や「共通課題の設定」に
より、児童は夢中になって仲間と励まし合
い、教え合うことができた。 

○「個人課題の設定」により、児童は自己に
適した練習の場を選び、動画を観て個人課
題を見付け、それぞれに夢中になって練習
した。 

〇「グルーピングの工夫」で、児童は一層仲
間と助け合ったり、認め合ったりすること
ができた。  

▲「自己の走り方の可視化」は、タブレット
端末で撮影した動画を視聴する際の視点を
提供することにより効果的に個人課題を見
付けることができ、夢中にさせられたもの
と考える。 

 

 

（１） 夢中にさせるための手だて  

① 目標物と場の設定：どこまで跳べるかを競い合えるよう、跳び越える目標となる

ごみ袋の位置を少しずつ遠くしながら練習できるようにした。 

① 記録の掲示：学習への意欲を高めるために、幅跳びの世界記録や、チームの記録 

とクラスでの合計記録をグラフにして掲示した。 

② 共通課題と個人課題の設定：チームで競争しながら、自らすすんでよい動きにつ

いて学び、そのよい動きをもとに共通課題を設定した。授業の終わりには学習を振

り返り、次時への個人課題を書き表した。 

（２） 仲間とよりよく関わらせるための手だて  

① 教師が言葉掛けをする場面の工夫：仲間と効果的に関われるよう、単元の前半は

仲間との関わりを称賛する言葉掛けと、児童にどうしたらより遠くに跳べるか問

う言葉掛けを、中盤ではどうしたらもっと仲間と関わってできるようになるのか

を問う言葉掛けを、終盤では動きを矯正する言葉掛けを行った。 

 

 

 

○「目標物と場の設定」や「記録の掲示」に

より、児童はより遠くに跳ぶという課題を

もって夢中で取り組んだ。 

○「共通課題と個人課題の設定」により、共

通課題を達成するための個人の課題を設定

することができ、児童は課題に向かって見

通しをもち、夢中になって取り組めた。 

○「教師の言葉掛け」により、児童は運動を

見合う場面をはじめ多くの場面で仲間と関

わることができた。 

▲「教師が言葉掛けをする場面の工夫」で

は、終盤の言葉掛けで児童が意識するよう

に、助走距離について考えさせれば、児童

はどのような助走がよいのかを考え、さら

に夢中になったものと考える。 

（1）夢中にさせるための手だて 

①  運動の特性を味わえる教材の工夫 

②  課題設定の工夫 

（2）仲間とよりよく関わらせるための手だて 

①  仲間と関わる場面の設定や教師の意図的指導・支援 
 

［目指す児童像 高学年］ 

夢中になって仲間と認め合って

運動し、健康を保持増進する児童 

［目指す児童像 中学年］ 

夢中になって仲間と協力して運

動し、健康を大切にする児童 

 

児童の変容（○）と課題（▲） 

 

児童の変容（○）と課題（▲） 

 

目指す児童像に迫るための手だて 

 

目指す児童像に迫るための手だて 

 

研究の視点１：体育科運動領域の学習における授業改善の事例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 ボールあそび 「ねらって、当てろ！！ターゲットゲーム」 

 

 

第３学年 表現運動 表現 「対決！奇想天外」 

 

目指す児童像に迫るための手だて 

 

 

児童の変容（○）と課題（▲） 

 

［目指す児童像 低学年］ 

夢中になって仲間と仲よく運動

し、健康に関心をもつ児童 

［目指す児童像 中学年］ 

夢中になって仲間と協力して運

動し、健康を大切にする児童 

 

目指す児童像に迫るための手だて 

 

児童の変容（○）と課題（▲） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

第１学年 学級活動「たべて げんき！ 
あきの しゅんを あじわおう」 

 

 

 

第５学年 保健「けがの防止」 

 

 

（1） 夢中にさせるための手だて 

① 課題解決の必要感を抱かせるための工夫 

② 生活とつなぐための工夫 

（2） 仲間とよりよく関わらせるための手だて 

①  仲間と関わる場面の設定や教師の意図的指導・支援 
 

目指す児童像に迫るための手だて 

 

目指す児童像に迫るための手だて 

 

児童の変容（○）と課題（▲） 

 

児童の変容（○）と課題（▲） 

 

［目指す児童像 低学年］ 

夢中になって仲間と仲よく運動

し、健康に関心をもつ児童 

［目指す児童像 高学年］ 

夢中になって仲間と認め合って

運動し、健康を保持増進する児童 

研究の視点２：健康に関する学習における授業改善の事例 



４ 成果と課題 ～２年次に向けて～  

 

 

 

 

 

 
 
成果 （〇夢中にさせるための手だて  □仲間とよりよく関わるための手だて） 

○体力テストでは、全学年とも柔軟性や走力で都の平均より高い結果が得られた。どの学年も休み時間に校庭

で鬼遊びをする姿が多く見られ、走力を高めていると考える。［表１］ 

○子供たちが輝くクラスづくりのための質問紙調査（以下、質問紙調査）の「運動やスポーツ」に関する質問

では、１回目と２回目では「好き」と回答した児童が３年生で３.９pt、６年生で７.８pt増加した。これ

は、運動の特性を味わえるような学習過程や教材を工夫したことにより、児童は運動の楽しさを味わうこと

ができたと考える。［図２］ 

○４つの学年において「放課後や休みの日に体を動かしている」という児童が増えた。児童の運動意欲が高ま

り、放課後や休みの日などの体を動かす機会が増加したと考える。［学校独自アンケート］ 

○「食事」に関する質問で、「バランスを考えて食べている」と回答した児童が１回目と２回目では３年生で 

２.９pt、６年生で７pt増加した。食育の学習で、児童自身の身近な生活につながる題材を取り上げること

で、課題解決に必要感が生まれ、食生活への意識の向上につながったと考える。［質問紙調査］ 

□「友達との関わり」に関する質問で、「相手の立場を考えて行動する」と回答した児童が１回目と２回目で

は、６年生で７.８pt増加した。課題解決をする場面で協働的な活動を意図的に設定し、繰り返し取り組ませ

たことにより、相手意識をもって関わる意識の向上につながったと考える。［質問紙調査］ 

 

課題 （●夢中にさせるための手だて  ■仲間とよりよく関わるための手だて） 

●３年生・６年生以外の学年では、「運動やスポーツ」に関する質問で、１回目と２回目では「好き」と回答し

た割合が横ばいまたは減少した。発達段階に応じた教材の工夫や段階的なルールの変更を工夫していき、意

欲の持続や向上を図っていけるようにする。［質問紙調査］ 

●「めあてをもって運動している」と回答した児童が１回目と２回目では３pt減少した。児童に自己の能力に

適した課題を見付けさせる工夫をしたり、課題解決後に更なる発展的な課題を設定できる機会をつくったり

して、児童がめあてをもって運動していけるようにする。［学校独自アンケート］ 

●体力テストでは、女子ソフトボール投げにおいて、６年生以外で都の平均を下回る結果となった。教材の工

夫によって、投げる機会を増やしていける活動や運動を設定することで、投能力の向上につなげる。 

■６年生以外の学年において、「友達との関わり」に関する質問で、「相手の立場を考えて行動する」と回答し

た割合が横ばいまたは減少した。学習の中での協働的な活動に、児童がより必要感をもって取り組めるよう

に互いの運動を見合う場を工夫することで、相手意識をもてるようにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 長座体前屈 50m走 

都平均 32.8cm 10.1秒 

本校平均 35.0cm 9.8秒 

東京学芸大学 教授               鈴 木  聡  先生 
聖徳大学 人間栄養学部人間栄養学科専任講師   佐 藤 雅 子 先生 
豊島区立西巣鴨小学校 校長           野 村 友 彦 先生 

ご指導いただいた先生 

（順不同） 

 

％ 

表１ 長座体前屈と５０ｍ走の結果 

令和３年度「東京都児童・生徒体力・運動能力、 
生活・運動習慣等調査」より 

運動やスポーツは好きですか 
 

図１ 令和３年度「子供たちが輝くクラスづくりのための質問紙調査」結果（第６学年） 

６月実施 

（１回目） 

9月実施 

（２回目） 


